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解説

★★★ （1）

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★ （4）

解説

★★★ （1） 【2】、【3】で、ペトリ皿にふたをする理由は、空気中の微生物が入るのを防ぐため（エ）である。

★★★★ （2）

★★★ （3）

★★★ （5）

★★★★ （6） 下図を参照。

★★★★

ある環境の中で、そこに生きる生物と、生物どうしやその環境との関連性を1つのまとまりとしてとらえ
たものを「生態系」という。

生物Aに注目してみてみると、①は日光によって二酸化炭素を吸収していることから、光合成という
ことがわかるので、②呼吸と考えられる。

（4）

①CがAとBの両方から有機物を吸収しているので、分解者であり、BはAの有機物を吸収していること
から、消費者、Aが生産者となる。気体Eは消費者Bが吸収していることから、酸素だとわかり、Dが二酸
化炭素となる。

②イのケイソウは植物プランクトンなので、光合成を行う。オのコナラは植物なので生産者となる。アの
ミミズは消費者でもあり分解者でもある。ウの乳酸菌は分解者、エのリスは消費者、カのミジンコは動
物性微生物なので消費者となる。

（1）より生物Aは生産者ということがわかり、生物Dは落ち葉・枯れ葉、遺骸・排出物を吸収していること
から分解者ということがわかる。そして残りの生物BとCは消費者となる。

Bは急激に減少すると、AはBに食べられなくなるので、一時的に増加し、Cは食物であるBが減少し、
食べるものがなくなるので、Cも一時的に減少する。

自然界で生活している生物の間には、食べる・食べられるの関係がある。このつながりを食物連鎖とい
う。

ペトリ皿Aでは、ヨウ素液を加えると、かたまりのその周辺が青紫色になっていないことがわかるので、
微生物によってデンプンが分解されたと考えられる。

自然の状態で、生物の数量は時間とともに変動している。食べる・食べられるという関係では、食べら
れる生物の数量が多いと、食べる生物の数量は（a増える）。食べられる生物の数量が少ないと食べる
生物の数量は（ｂ減る）。生物の数量はつねに変動しているものの、（ｃ長　）時間でみるとつり合いが保
たれている。

目標時間

15分
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1.生物どうしのつながりと自然界を循環する物質

単元3 自然界のつながり
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